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パブリックコメント（意見募集）実施結果 

 

〇件名：第３期鋸南町子ども・子育て支援事業計画（素案）のパブリックコメントの実施 

〇意見等の募集期間：令和 6 年 12 月 26 日（木）から令和 7 年 1 月２０日（月）まで 

〇意見等の受付件数：１件（１名） 

 

寄せられた意見の概要は、以下のとおりです。 

整理番号 提出のあった意見等の概要 町の考え方 回答課 

1-1 

【総括意見】 

給食に関して、費用の無償化と、地

域内で人間以外のいきものへの配慮

を忘れない方法で 生産された安全性

の高い食材を使う地産地消のとりく

み、素晴らしいと思います。 

引き続き、給食費の無償化を継続

するとともに、地域食材活用の取

り組みを推進してまいります。 教育課 

1-2 

【総括意見】 

「子育て」と言うと、対象が乳幼児

とその保護者が対象になる事が多い

ですが、10 代の子どもとその家族

にも心を向ける町であるといいなと

思います。保護者にとっては、金銭

的にも精神面・ 体力面でも最も大変

な時期です。そして、10 代の頃は 

郷土愛が育まれる年代でもありま

す。 わたし自身の経験から、周りの

大人たちに大切にされた経験や、尊

重されたという実感を持つことは、

「大学卒業後は地元に戻って暮らし

たい」という想いにも繋がると考え

ます。 

引き続き、町内の児童生徒の地域

学習を取り入れながら、地元郷土

愛の醸成を推進してまいります。 

教育課 

1-3 

【施策提案】 

提案①『循環バスの運行スケジュー

ルを中高生の通学に合わせて組む』 

中学・高校生が通学および帰宅時

（出来れば塾通いにも）に、循環バ

スが利用できるような運行スケジュ

ールの設定基準を作ってはいかがで

しょうか？ 

 

今後の循環バス運行ダイヤの検討

の際の参考とさせていただきま

す。 

総務企画

課 

1-4 

【施策提案】 

提案②『制服・指定鞄・体操服や部

活で使用する物 のリサイクルを推進

公民館で現在実施している幼児向

けの子供服交換会の機会を利用
教育課 



 

2 

 

する』 

卒業やサイズアップによって不要に

なった学校の指定（推奨）用品や部

活で使用する物を、必要とする次の

世代に回す仕組みを作ってはいかが

でしょうか？ 

し、今後は児童生徒向けに発展さ

せることで対応可能と考えていま

す。詳細を今後検討してまいりま

す。 

1-5 

【施策提案】 

提案③『学校の PTA 会費等を、保

護者以外の町内在住者も支払うこと

が出来るようにする』 

館山市の神余小学校 PTA 会費を地

域全世帯が支払っているという取り

組みが素晴らしいと思います。おそ

らく全ての人に賛成されることでは

ないけれど、支払うことが出来るよ

うにして、町ぐるみで子を育むとい

う意識づけから始めてみるのはいか

がでしょうか？ 

地域全体で PTA 会費を支払う仕

組みについては、今のところ検討

にはありません。 

場合によっては、指定寄付制度に

より支払う仕組みを活用して頂く

ことも可能です。 教育課 

1-6 

【施策提案】 

提案④『 小学生、中学生、高校生 

議会の開催』 

辰野町の町報 12 月号で ほたるの里

中学生議会の開催の記事を読みまし

た。学生が自分の意見を述べ、大人

がその場限りの答弁をするのではな

く真摯にそれを受け止めて、実際に

コトが動く…というような体験が出

来るよいとりくみだと思います 。 

学校授業の機会を通じ、児童生徒

が地方行政に関わる取り組みを推

進してまいります。 

教育課 

1-7 

【個別基本施

策へ意見】 

意見①P 45『基本施策 02 「健康

づくりの促進」 』 について 

・フッ素塗布や各種ワクチン接種に

関して、医療機関等の発信などを見

ても安全性の見解が多様です。 制度

の押しつけや 半強制的になることな

く、保護者がそれぞれの考えを表明 

し、法律の範囲内で自由に選択する

ことが出来る空気感であることを期

待します。 

・産後ケア事業の整備の新規案に賛

各種ワクチン接種については「受

けなければならない」から、予防

接種法の改正により「受けるよう

に努力してほしい」という推奨接

種型に変わりました。ですから今

は最終的には保護者が判断するこ

とになっています。 

ワクチン接種は赤ちゃんを怖い病

気から守るという目的がありま

す、しかしながら副反応の情報が

先行してしまい、不安を感じてい

保健福祉

課 
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成します。 る保護者は少なくないと認識して

おります。 

町では産後ケア事業、またその後

の乳児検診等で予防接種やフッ化

物塗布、育児全般に関する相談等

を専門職員で対応しております、

今後もこの体制を維持し、「鋸南

の子」の子育てに寄り添ってまい

ります。 

1-8 

【個別基本施

策へ意見】 

意見②P48『基本施策 08 「 保育

サービスの充実 」』 について 

・一時保育（通番 48 の実施に関し

て、利用に関する明確なガイドライ

ンが ホームページに明記されていま

せん。 利用条件や時間帯や料金のこ

となど、保護者が困惑しないための

広報が不可欠であると 考えます 。 

・乳児等通園支援事業の新規案に賛

成します。 

 

より一層、子育て支援に関する情

報が、必要な方に届くよう広報を

工夫してまいります。 

教育課 

1-9 

【個別基本施

策へ意見】 

意見③P57『基本施策 11「男女共

同参画の促進」』 について 

・令和 6 年度版 鋸南町子育てガイ

ド pdf) を見る範囲では、すこやか

の施設内で男性が子どものオムツ替

えをする時に、どこを使うのかが分

かりませんでした。役場本庁には、

オムツ替えスペースと授乳室が無い

ように思います。少なくとも町営主

要施設すべてにおいて、男性も使用

することが出来るオムツ替え台と、

母親の安心感が守られる授乳スペー

スの設置とその周知（ホームページ

及び民間の育児関連ネットへの掲

載）を検討していただきたいです。 

 

現在、保健福祉総合センター（す

こやか）内には、すでに女子トイ

レ脇にオムツ替えスペースは設置

されています。公共施設におい

て、性別問わず誰でもおむつ替え

などに利用できるベビーケアスペ

ースを設けることは重要と考えて

おりますので、今後検討させてい

ただきます。あわせて、公共施設

内でのサイン、ＨＰへの掲載もよ

りわかりやすいよう工夫をしてま

いります。 

総務企画

課・保健

福祉課 

1-10 ・千葉市の「イクメンハンドブック 鋸南町では妊娠届時や、妊婦さん 保健福祉
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【個別基本施

策へ意見】 

（育男手帳）」や埼玉県の「イクメン

の素」という冊子 の作成配布は、素

敵な取り組みだと思います。鋸南に

もあるのであれば、ホームページか

ら も ダウンロード出来るようにし

てはいかがでしょうか 。 

や乳児のいる世帯が転入されてき

た折には「鋸南町子育てガイド」

を配布しております。今後は、Ｈ

Ｐへの掲載も併せて検討してまい

ります。 

課 

1-11 

【個別基本施

策へ意見】 

意見④P64 『基本施策 1 5 「 子

どもに優しいまちづくり 」』 につい

て 

・交通安全対策について、ガードレ

ール設置率 100 パーセントにする

のは難しいとしても 、消えかけてい

る歩道と車道の境界線を明確にする

ために、夜間でもしっかり目視でき

るような塗料による線の引き直しは

徹底されるべきだと思います。 

・長狭街道の歩道幅が充分に確保出

来ていない区間で、大型トラックが

スピードを出して走行しています。

付近に道の駅保田小学校やインター

があることもあり、道路幅にふさわ

しくない交通量である印象もありま

す。鋸南町内の他の道路でも、歩行

者として 頻繁に怖い思いをしていま

す。横断しようとする人が居る横断

歩道手前で停車しないドライバーも

多いです。 車両がスピードを出せな

いようにする工夫ハンプの設置など 

を検討していただきたいです。 

・鋸南町域の県管理道路につい

て、区画線が消えている箇所につ

いては順次引き直しを行っ 

てまいります。 

（※千葉県ヒアリング） 

・当該区間については、安全な歩

行空間の確保のため、グリーン帯

の設置や高視認性区画線の設置な

ど実施しており、今後、減速を促

す効果的な路面標示を検討してま

いります。なお、ハンプの設置に

ついては、車両による騒音振動が

増大するため、現状ではハンプの

設置は考えておりません。 

（※千葉県ヒアリング） 

・歩道がない生活道路が多くを占

めておりますが、歩行者の多い路

線等で過去に設置した区画線が消

えている箇所については順次引き

直しを行ってまいります。 

建設水道

課 

1-12 

【個別基本施

策へ意見】 

・JR の管轄になりますが、保田駅

はベビーカー使用者や、赤ちゃんを

抱っこしている保護者と一緒にいる

幼児などに対して 優しくない施設な

ので、改善されることを期待しま

す。 

町の直接の管轄ではありません

が、役場の関連部署等を通し、

JR に対し意見してみます。 
教育課 

1-13 

【個別基本施

意見⑤P65『基本施策 16「のびの

び遊べる環境作り」』について 

「児童の遊び場」に関し、保護者

のイメージを把握する機会は、今
教育課 
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策へ意見】 “現状と課題”にあるように、既に

町にあるものとアンケート結果で挙

がる要望とに、食い違いのようなも

のを感じました。 

アンケートに「児童の遊び場の確

保」を要望として、挙げた保護者

が、具体的にどういう空間をイメー

ジしているのか？ ということを、利

用する子どもたちも含めてヒアリン

グ・議論をする必要があるのではな

いでしょうか？ 

それが行われた上で、設置遊具を一

部の大人で決めて管理を行政に丸投

げする類の遊び場ではなく、例え

ば、町が提供した土地を“ コミュニ

ティがニーズに合わせて企画管理運

営する広場” として育てていくよう

なことがあってもよいのではないで

しょうか？ 

までありませんでした。今後、ニ

ーズ把握の機会づくりに努めてま

いります。 

 


